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はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。
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死亡後の手続きについては

町ホームページをご覧ください。
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檳榔子俳句会  田中博
ひ ろ こ

子さん（緑甲）

▶俳人をご紹介します

　　夏井いつき先生の句会ライブに参加して、
より俳句に興味を持ち３年余りが過ぎました。
俳句は味わっても味わい尽くせない趣味だと
思います。八十の手習いと言うのですね。
　　俳句にはいろいろと面倒なルールもありま
すが、俳句ならではのすてきな世界もありま
す。86歳の高齢ではありますが、脳の活性
化・人との出会い・自分の健康も考え、90歳
まで生きていられるなら俳句を続けていきた
いと思っております。
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